
【はじめに】新型コロナウイルス感染症については、感

染状況が収束に向かい始めているものの警戒が必要な状

況が続いており、感染拡大防止の観点から、今後も迅速

な結果報告、検査体制の構築が必要とされる。当院では、

短時間で結果報告が可能な HISCL SARS-CoV-2抗原検査
をスクリーニング検査として運用し、臨床現場の迅速な

対応に貢献している。一方で、確定診断に利用している

遺伝子検査法との結果の乖離が散見され、偽陽性の多さ

が課題として挙げられる。

　今回、当院での SARS-CoV-2抗原検査の測定データよ
り、カットオフ値の検討を行った。

【対象・方法】2021年 7月 12日〜2022年 5月 31日に
当院で実施した、4,090件の SARS-CoV-2抗原検査を対
象とした。鼻咽頭拭い液を HISCL SARS-CoV-2 Ag試薬
（シスメックス株式会社）にて測定し、試薬添付文書に

従い 1.0 C.O.I.以上を陽性として報告した。COVID-19確
定診断（遺伝子検査法）との陽性率を評価し ROC解析
を行った。

【結果】カットオフ値 1.0 C.O.I.を用いた場合、対象とし
た 4,207件中 176件で陽性判定となり陽性率は 4.2%であ
った。また、陽性判定となった 176件中、遠心操作
（2,000×G、5分）および検体の再採取で 45件（26%）
が陰性判定となった。COVID-19と確定診断されたのは
21件であり、真の陽性率は 0.5%であった。ROC解析に
より算出された最適カットオフ値は 10.3 C.O.I.であり、
感度 90％、特異度 100％であった。
【考察・結語】当院での測定データで解析を行った結果、

カットオフ値を 10.3 C.O.I.とした場合、感度、特異度が
最も高い結果となった。カットオフ値が 10.3 C.O.I.未満
の検体に、遺伝子検査法を併用することで迅速かつ正確

に臨床へ報告が可能となり、感染拡大防止にも大きく貢

献できるものと考える。
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【はじめに】新型コロナウイルスのスパイク蛋白に対す

る抗体、特に S-IgGはワクチン接種の効果判定に用いら
れることが多いが、感染後にも上昇するといわれている。

今回、同意の取れた職員による新型コロナウイルスワク

チン接種後の抗体価の推移及び 3回目ワクチン接種後に
新型コロナウイルスに感染した症例の抗体価の推移につ

いて若干の知見を得たため報告する。なお、本研究は福

岡大学医に関する倫理委員会の承認を得ている（承認番

号：R21-002）。
【方法】当院臨床検査部職員で、3回目のワクチン接種
まで終了し、同意のとれた男女 28名を対象とした。ワ
クチン接種前，1回目ワクチン接種後 2週間，2回目ワ
クチン接種後 2週間・ 1ヶ月・ 3ヶ月・ 6ヶ月，3回目
ワクチン接種後 2週間・ 1ヶ月・ 3ヶ月・ 6ヶ月の計
10回採血を行い、SARS-CoV-2 S-IgG抗体価の推移を調
査した。

【測定機器・測定試薬】測定機器：全自動免疫測定装置 
HISCL-800， 測定試薬：HISCL SARS-CoV-2 S-IgG試薬

【結果】2回目，3回目接種ともに約 2週間後にピーク
を認め、1ヶ月後，3ヶ月後，6ヶ月後の平均値は徐々に
減少傾向を示し、2回目接種後よりも 3回目接種後の方
が減少傾向は緩やかであった。また、性別・年代（20～
30歳代，40歳代，50歳代，60歳代の 4グループで比較）
での比較を行ったところ、性別の方が抗体価に影響を与

える因子としては大きい結果であった。新型コロナウイ

ルス感染者（3回目接種後の感染）のデータについては、
ワクチン接種時と同様に急激な抗体価の上昇を認めたが、

3回目接種 6ヶ月後データは現時点では測定出来ていな
いため、発表当日に報告する。

【考察・まとめ】SARS-CoV-2 S-IgGの抗体価測定は、ワ
クチン接種の効果判定だけでなく、感染の有無にも利用

できると示唆された。しかし、IgGクラスのため、抗体
価上昇には 2週間程度の期間を有すること，ワクチン接
種を行っている場合は、ワクチン接種による抗体価上昇

も考慮して判定を行う必要があると考える。
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【はじめに】

新型コロナウイルス（SARS-CoV2）はコロナウイルスの
ひとつであり RNAウイルスの一種である。現在国内外
で感染予防と重症化のリスクを減らすためワクチン接種

が進められている。

【目的】

当院で行った職員へのワクチン接種によって得られる抗

体価の増加率の評価を行う。また副反応との関連性につ

いても調査する。

【対象と方法】

抗体価測定の期間・対象は 2021年 3月 4日から 2022年
6月 4日までの当院職員 298人（満 19歳から 72歳、男
性 95人女性 203人）。抗体価測定に使用した機器は
ARCHITECT（Abott社製）。試薬は ARCHITECT　
SARS-CoV-2 IgG Ⅱ Quantである。抗体価は Abott社が定
める 50IU/mLを基準に 50以上を陽性、50未満を陰性と
した。

接種後アンケートの内容は性別、年齢、生活習慣、基礎

疾患、接種の有無・ワクチンの種類・副反応症状、新型

コロナウイルス感染歴について調査した。

【結果】

新型コロナウイルスのワクチン接種を受けた全ての人が

抗体を産生していた。年齢別では 20代が優位に高値で
あり、男女差では女性が優位であった。ワクチン接種か

ら日数が経過すると抗体価の減少が見られた。

【まとめ】

新型コロナウイルスワクチン接種後の抗体価については

どの程度抗体が存在すれば感染防御効果があるのか明ら

かになっていない。今後も抗体価の持続期間について調

査を継続していきたい。

福岡新水巻病院検査室　：093-203-2220

当院における新型コロナウイルスワクチン接種前後の抗体価の推移
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